
第11回鹿児島循環器カンファレンス

鹿児島市中央町8-1 Tel 099-254-8121

※会場では軽食をご用意しております

日 時

会 場

令和6年10月19日（土）15:50～19:30

鹿児島県医師会館 『 3階 中ホール 』

共催 鹿児島循環器教育協議会 ・

本講演会は対面開催となります
WEB配信はございません

第11回鹿児島循環器カンファレンス
＜ 会場のご案内 ＞

■情報提供 15：50 ～ 16：00 
■演題発表 16：00 ～ 18：20
■特別講演 18：20 ～ 19：20

【座長】 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

 心臓血管・高血圧内科学 教授 大石 充 先生

多様化する循環器診療
～パルモディアの可能性も含めて～

【演者】 九州大学大学院医学研究院 循環器内科学

                           教授 阿部 弘太郎 先生

■表彰式 19：20 ～ 19：30
■閉会

プログラム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
翡翠（ひすい、jade：ジェイド ）
不老不死および生命の再生をもたらす力を持つと信じられており、古代においては遺体全体を玉で覆うことが行われた。
秦の始皇帝の遺体も玉で覆われていたとされる。中南米の王族の墓でも同様の処置が確認される。
日本では古代に糸魚川で産出する硬玉の翡翠が勾玉の材料とされてきたが、奈良時代以降その存在は顧みられなくなっていた。
日本での翡翠の産出が再発見されたのは1938年（昭和13年）のことである。現在では翡翠は乳鉢の材料としても馴染み深い。
日本では5月の誕生石にエメラルドとともに数えられている。宝石言葉は「長寿、健康、徳」。
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